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目的と方法



アンケートの目的

害獣の生息状況や被害状況などの

獣害対策に関する地域特性を明ら

かにして、今後の対策の基礎資料と

する



調査方法

農林業センサス農業集落対象

１集落１枚アンケート用紙を配布・回収



アンケート用紙



アンケート用紙



結果と考察



回収結果

農林業センサス農業集落数 4,929集落

配布数 4,312集落（全市町村）

有効回収数 2,857集落

有効回収率 66.3%



回収結果



イノシシの生息状況

岡山平野、津山盆地

の市街地を除くほぼ全

県に生息

29年度 70.9%

28年度 72.0%

ほぼ横ばい



イノシシの生息状況の増減

☑ 減少回答地域

奈義町～美作市～

西粟倉村

和気町～備前市

美咲町～津山市

個体数減少が推定



イノシシの被害レベル

平野部を除くほぼ
県全域で被害発生

☑ 深刻化していない地域

県東部の奈義町～
美作市～西粟倉村

和気町～備前市

津山盆地

☑ 「大きい」「深刻」集落

39.9% ←28年度45.9%

やや減少傾向



イノシシの被害レベルの動向

県全域で増加傾向

☑ 被害減少地域

奈義町～西粟倉村

和気町～備前市

津山盆地



イノシシ要対策集落

☑ 定着＋無対策集落

8.0% (113件/1,414件)

県西部～南部

真庭市南部～津山市南部

☑そのうち半数以上

集落ぐるみ対策を希望

（61.9%, 70件/113件）。



シカの生息状況

☑ ♂＋♀ 県全域

☑ ♀子 繁殖定着

県東部～真庭市

旭川が定着個体の分布抑制？

生息回答集落割合

36.8%←28年度33.2%

分布拡大傾向



シカの被害レベル

☑ 定着集落→深刻化

特に美作市中部

瀬戸内市北部
鏡野町・真庭市でも部分的

☑ 「大きい」「深刻」集落

12.7% ←28年度21.4%

全県的には被害減少



シカの被害レベルの増減

☑ 県全体では増加

☑ 「減った」集落

県東部で多い



シカ要対策集落

☑ 定着＋無対策集落
20.2% (81件/401件)

県北部～東部

特に真庭市や瀬戸内市

☑集落ぐるみ対策希望

51.9%(42件) 半数



サルの生息状況

☑ 群れの分布

県西部

和気町～美作市南部

旭川が分布制限要因？

☑ ハナレザル（オスの分
散個体）県全域出没

☑ 出没集落 増加した

40.2% ←28年度37.2%



サルの生息状況の増減

☑ 群れ定着→増加傾向

  



サルの被害レベル

☑ 群れ定着→深刻化

☑ 「大きい」「深刻」回答集落

16.4% ←28年度27.8%

被害程度は大きく減少



サルの被害レベルの動向

☑ 群れ定着→増加傾向



サル要対策集落

☑定着＋無対策集落
16.1%

とくに真庭市、井原市

☑うち半数(50.0%, 27件)

集落ぐるみ対策を希望



ヌートリアの生息状況

☑ ほぼ県全域生息

☑生息回答割合

70.6% ←28年度65.1%

分布拡大傾向



ヌートリアの生息状況の増減

☑ 増減傾向不明

☑一部河川単位で

連続的に増加



ヌートリアの被害レベル

☑ 被害深刻化

瀬戸内市など

☑「大きい」「深刻」回答集落

39.8% ←28年度39.5%

ほぼ同程度



集落ぐるみの対策



集落ぐるみでの対策

☑ 平場の集落以外のほ

とんどで、集落ぐるみの

対策をしているか、対策

を希望している。

☑1/3実施、1/3実施希望

    

   

    

   

   

   


